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͜ͷຊ
ほ ん

ͷݟ
み

ํ
か た

みなさんは、ຖ
まい

೔
ʹち

、いろいろなものを࢖
つか

いながらੜ
せい

׆
か つ

をしています。えんͽつ΍ফ
け

しΰϜなど

の文
Ϳん

๪
΅ う

۩
͙

、ྫྷ
れい

ଂ
ͧ う

ݿ
こ

΍ςϨϏなどのՈ
か

ి
でん

ʢՈ
か

ఉ
て い

用
よ う

ి
で ん

ؾ
き

ث
き

۩
͙

ʣ、自
じ

動
どう

車
し ゃ

΍ધ
;ね

などの৐
の

り෺
もの

ʜʜ。な

くなるとࠔ
こま

るものばかり。これらの「ಓ
どう

۩
͙

」は、いつࠒ
ごろ

ʹできて、どのようʹうつりかわͬて、

ࠓ
いま

の࢟
すがた

ʹなͬているのでしょうか。このຊ
ほん

では、そんなಓ
どう

۩
͙

の進
しん

化
か

のようすを、վ
かい

ྑ
りょう

のひみつ

΍౾
まめ

஌
ち

ࣝ
し き

をまじえながら、ॱ
じゅん

をおͬて঺
しょう

հ
か い

しています。ಓ
どう

۩
͙

のࠓ
いま

とੲ
Ήかし

をௐ
しら

べて੔
せい

ཧ
り

し、まわり

のਓ
ひと

ʹ఻
つた

えられるようʹなると、ಓ
どう

۩
͙

へのཧ
り

ղ
か い

がਂ
;か

まり、よりେ
たい

੾
せ つ

࢖ʹ
つか

えるようʹなりますよ。

つくΓ͔ͨ
「ੲ

むかし

はಓ
どう

具
ぐ

をどう
つくっていたの
か」がわかります。

ਐ
しん

Խ
͔

ͷひΈつ
޻」

く

෉
ふう

することで、ど
こがよくなったのか」
がわかります。

ಓ
Ͳ͏

۩
͙

ͷʮ͜ Ε͔Βʯ
৽
あたら

しい঎
しょう

඼
ひん

や、ະ
み

དྷ
らい

の࢟
すがた

がわかります。

ൃ
͸つ

໌
Ί ͍

͸͔͜͜Β
「ಓ

どう

具
ぐ

のはじまり・ルーツ
がどこにあるか」がわか
ります。

ひͱくͪϝϞ
ಓ
どう

具
ぐ

について஌
し

って
おきたい౾

まめ

஌
ち

ࣝ
しき

です。

は͡めʹ

紀
き

元
げん

前
ぜん13 世

せい
紀
き

 　　　　紀
き

元
げん

前
ぜん5 世

せい
紀
き

  1 世
せい

紀
き

  � 世
せい

紀
き

  3 世
せい

紀
き

  � 世
せい

紀
き

  17 世
せい

紀
き

  

年
ね ん

号
ご う

西
せ い

暦
れ き

ѵ
͋ し

ペン
水
みͣ

ล
΂

にੜ
は

えるѵ
あし

という২
しょく

෺
Ϳつ

をけͣってつくられま

した。ݹ
こ

୅
だい

エジプトで発
はつ

明
めい

され、パϐルス（18ペー

ジ）という紙
かみ

に文
も

字
じ

を

ॻ
か

くのに使
つか

われました。

紀
き

元
げん

前
ぜん
4 3世

せい

紀
き

࣋
΋

ͪӡ
͸ ͜

ͼし΍͍͢万
ま ん

年
ね ん

筆
ひ つ

ͷൃ
͸ つ

໌
Ί ͍

͕ը
͔ ͬ

ظ
͖

త
ͯ ͖

古
こ

代
だい

から近
きん

代
だい

までは、葦
あし

や羽
はね

の先
さき

に墨
すみ

やインクをつけ
て使

し

用
よう

するつけペンが主
しゅ

流
りゅう

でした。19世
せい

紀
き

には毛
もう

細
さい

管
かん

現
げん

象
しょう

によりペン先
さき

にインクを補
ほ

充
じゅう

できる金
きん

属
ぞく

のつけペ
ンが普

ふ

及
きゅう

。それを発
はっ

展
てん

させた万
まん

年
ねん

筆
ひつ

では、より多
おお

くの

インクを蓄
たくわ

えることができるようになりました。20世
せい

紀
き

になると、手
て

入
い

れが簡
かん

単
たん

でインクがもれにくいボー
ルペンが登

とう

場
じょう

。以
い

降
こう

、水
すい

中
ちゅう

や無
む

重
じゅう

力
りょく

に対
たい

応
おう

できるペン
や、複

ふく

数
すう

の機
き

能
のう

を持
も

ったペンなどが次
つぎ

々
つぎ

と登
とう

場
じょう

しました。

ペ�ン
ペンは字

じ

΍ֆ
え

を書
か

くための代
だい

表
ひょう

త
てき

なಓ
どう

۩
͙

のひとつです。௕
なが

いؒ
あいだ

、先
せん

୺
たん

ʹインクをつけて࢖
つか

う

「つけペン」がओ
しゅ

流
りゅう

でしたが、ສ
まん

年
ねん

ච
ひつ

のొ
とう

৔
じょう

ʹより、インク಺
ない

ଂ
ͧう

ܕ
がた

のペンがී
;

ٴ
きゅう

しはじめました。
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紀
き

元
げん

前
ぜん14世

せい

紀
き 5世

せい

紀
き

紀
き

元
げん

前
ぜん4  3世

せい

紀
き 18世

せい

紀
き

ઑ
ͤ ん

筆
ͽ つ

ʢスλΠϥスʣ
ݹ
こ

୅
だい

Ϊリシャでは、特
とく

にઑ
せん

筆
ͽつ

が޿
ひろ

く使
つか

われました。ઌ
さき

がと

がっていて、ロウをృ
͵

った൘
いた

（ॻ
しょ

字
じ

൘
ばん

）に文
も

字
じ

をきざめる

ようになっています。

紀
き

元
げん

前
ぜん14世

せい

紀
き

ݹ
こ

代
だい

メιϙタϛア文
Ϳん

໌
めい

は、現
げん

ࡏ
͟い

のイラクप
しゅう

ล
へん

で発
はͬ

ੜ
せい

した文
Ϳん

໌
めい

です。この文
Ϳん

໌
めい

では、ੈ
せ

ք
かい

࠷
さい

ݹ
こ

の文
も

字
じ

のひとつである「くさͼܗ
がた

文
も

字
じ

」が発
はつ

໌
めい

されました。ਓ
ひと

ʑ
ͼと

は、ѵ
あし

などで

つくͬた๮
΅う

ঢ়
じょう

のಓ
どう

۩
͙

でねんど൘
ばん

ʹ文
も

字
じ

を書
か

いて、できごとなどをه
き

࿥
ろく

していました。

この๮
΅う

ঢ়
じょう

のಓ
どう

۩
͙

が、ペンのはじまりといえ

ます。

紀
き

元
げん

前
ぜん3500年ねん頃ごろ

はここから
発

はつめ
い

発発発発発
はつめ

い
はつめ

い

明

ં
お

りたためるॻ
しょ

字
じ

൘
ばん

とઑ
せん

筆
ͽつ

。

メモ
ひとく

ち

まるで

タブレッ
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C
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つくりかた

Ӌ
͸ ね

ペン
紙
かみ

がパϐルスから༽
よう

ൽ
ひ

紙
し

（18ページ）になると、

ݹ
こ

୅
だい

Ϊリシャやローマなどでは、なめらかなද
ひょう

໘
めん

に合
あ

わせて、ペンઌ
さき

のやわらかいӋ
はね

ペンが使
つか

われるようになりました。

5世
せい

紀
き

頃
ごろ

ۚ
͖ ん

ଐ
ͧ く

ͷつ͚ペン
18ੈ

せい

ل
き

になると、Ϥーロッパでペンઌ
さき

をۚ
きん

ଐ
ぞく

でつくったペンがつくられはじめま

す。しかし、ۚ
きん

ଐ
ぞく

はߴ
こう

Ձ
か

だったた

め、޿
ひろ

く使
つか

われるようになる

のは、19ੈ
せい

ل
き

になって

からです。

18世
せい

紀
き

׬
かん

੒
͍ͤ

メモ
ひとく

ち

こんな文
も

字
じ

が

書
か

かれてい
た

ݹ
こ

代
だい

Τδプト

のਆ
しん

׭
かん

が、ه
き

࿥
ろく

用
よう

࢖ʹ
つか

ͬた

文
も

字
じ

。
提供：New 1icture -ibrarZ/アフロ

01

ペ

ン

（18ページ）になると、

୅Ϊリシャやローマなどでは、なめらかなݹ

໘
めん

に合
あ

わせて、ペンઌ
さき

のやわらかいӋ
はね

ペンが使

われるようになりました。

「くさび」とは、໦
き

やۚ
きん

ଐ
ぞく

など
をׂ

わ

るときに使
つか

う、ઌ
せん

୺
たん

が細
ほそ

くなったࡾ
さん

֯
かく

ப
ちゅう

のಓ
どう

具
ぐ

のこ
とです。くさび形

がた

文
も

字
じ

は、こ
のಓ

どう

具
ぐ

に形
かたち

がࣅ
に

ていること
から໊

な

ͮけられました。

ݹ
こ

代
だい

Ϊリγϟのつ΅ʹ

は、;たつં
お

りの書
しょ

字
じ

൘
ばん

ʹ文
も

字
じ

を書
か

くようす

がඳ
か

かれています。

໦
き

の࣠
じく

のઌ
せん

୺
たん

෦
Ϳ

にۚ
きん

ଐ
ぞく

のड
う

けをऔ
と

り
つけ、そこにۚ

きん

ଐ
ぞく

製
せい

のペンઌ
さき

をࠩ
さ

しこ
みます。このようにして、ペンઌ

さき

をऔ
と

りସ
か

えながら使
つか

うことができました。

Ӌ
はね

ペンのઌ
せん

୺
たん

もとがっ
ています。そこにイン
クをつけて使

つか

います。

ペンઌ
さき

に๽
すみ

をつけて使
つか

います。
写
しゃ

真
しん

は̒ʙ̓ੈ
せい

ل
き

のもの（メ
トロポリタンඒ

び

ज़
じゅつ

ؗ
かん

ॴ
しょ

ଂ
ぞう

）。

ѵ
あし

は日
に

本
ほん

の
水
みͣ

ล
΂

にもੜ
は

えています。

います。
のもの（メ

提供：1otterZ Fan（Wikimedia Commons*）

*https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ef/Douris_.an_with_waY_tablet.jpg
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01

ペ

ン

1884年
ねん 1943年

ねん 1964年
ねん 1965年

ねん 1977年
ねん 2007年

ねん

万
ま ん

年
ね ん

筆
ひ つ

現
げん

在
ざい

の形
かたち

の万
まん

年
ねん

筆
ひつ

を発
はつ

明
めい

したの

は、アメリカの保
ほ

険
けん

外
がい

交
こう

員
いん

・ウォー

ターマンです。それまでの万
まん

年
ねん

筆
ひつ

ではインクがペンからもれてしま

い、顧
こ

客
きゃく

にサインをもとめるとき

にとても困
こま

りました。その問
もん

題
だい

を

解
かい

消
しょう

するために、毛
もう

細
さい

管
かん

現
げん

象
しょう

を

利
り

用
よう

した万
まん

年
ねん

筆
ひつ

を、1884年
ねん

に開
かい

発
はつ

したのです。

西
せい

暦
れき1884年

ねん

ボールペン
ハンガリー人

じん

の発
はつ

明
めい

家
か

だった

ラスロー・ビーローと、化
か

学
がく

者
しゃ

だった弟
おとうと

のジェルジは、

ボールが回
かい

転
てん

することでイン

クを紙
かみ

に転
てん

写
しゃ

するしくみを発
はつ

明
めい

し、販
はん

売
ばい

をはじめました。

西
せい

暦
れき1943年

ねん

３色
しょく

ボールペン
1958年

ねん

にドイツで発
はつ

売
ばい

された２色
しょく

ボール

ペンをもとに、日
に

本
ほん

の筆
ひっ

記
き

用
よう

具
ぐ

メーカー

「ゼブラ」が黒
くろ

・青
あお

・赤
あか

の３色
しょく

ボール

ペンを開
かい

発
はつ

しました。

西
せい

暦
れき1964（昭

しょう

和
わ

39）年
ねん

フリクションペン
日
に

本
ほん

の筆
ひっ

記
き

用
よう

具
ぐ

メーカー「パイロットコー

ポレーション」は、特
とく

殊
しゅ

なインクを使
つか

うことで文
も

字
じ

を消
け

すことができるボー

ルペンを開
かい

発
はつ

しました。現
げん

在
ざい

では、

ボールペンだけではなく、蛍
けい

光
こう

ペ

ンやサインペンなども販
はん

売
ばい

されて

います。

西
せい

暦
れき
2007（平

へい

成
せい

19）年
ねん

スペースペン
無
む

重
じゅう

力
りょく

空
くう

間
かん

や水
すい

中
ちゅう

など、特
とく

殊
しゅ

な状
じょう

況
きょう

でも使
つか

えるように、

「加
か

圧
あつ

式
しき

インクカートリッ

ジ」を装
そう

備
び

したボールペ

ンです。N
ナ サ

ASA（アメ

リカ航
こう

空
くう

宇
う

宙
ちゅう

局
きょく

）の

宇
う

宙
ちゅう

飛
ひ

行
こう

士
し

も使
つか

っ

ています。

西
せい

暦
れき1965年

ねん

シャーボ
シャープペンとボールペンの機

き

能
のう

を合
あ

わせた「シャー

ボ」が、ゼブラから発
はつ

売
ばい

されました。このように、

複
ふく

数
すう

の機
き

能
のう

があるペンを、「多
た

機
き

能
のう

ペン」といいます。

西
せい

暦
れき1977（昭

しょう

和
わ

52）年
ねん

2014年
ねん

、イタリアの自
じ

動
どう

車
しゃ

・フェラーリをデザ

インする会
がい

社
しゃ

が、ペン先
さき

と紙
かみ

の摩
ま

擦
さつ

が跡
あと

を残
のこ

すし

くみを利
り

用
よう

して文
も

字
じ

を書
か

く、「インクのいらない」

ペンをプロデュースしました。

ペンの「これか
ら」

液
えき

体
たい

は高
たか

いところから低
ひく

いところへ流
なが

れていきます。しかし「表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

」とい

う特
とく

別
べつ

な力
ちから

がはたらくと、液
えき

体
たい

が細
ほそ

い管
くだ

の中
なか

を上
じょう

昇
しょう

したり下
か

降
こう

したりします。

これが「毛
もう

細
さい

管
かん

現
げん

象
しょう

」です。

★

進化
ひみつ

の

し ん か

年
ねん 19194433年

ねん

を発
はつ

明
めい

したの

交
こう

員
いん

・ウォー

ターマンです。それまでの万
まん

年
ねん

筆
ひつ

ではインクがペンからもれてしま

にサインをもとめるとき

問
もん

題
だい

を

象
しょう

を

開
かい

4年
ねん

万
まん

年
ねん

筆
ひつ

は、いろい
ろな種

しゅ

類
るい

があり、
愛
あい

好
こう

者
しゃ

の多
おお

い筆
ひっ

記
き

用
よう

具
ぐ

です。

ビーロー兄
きょう

弟
だい

が発
はつ

明
めい

したボールペン。

右
みぎ

に回
まわ

すとシャープペ
ン、左

ひだり

に回
まわ

すとボール
ペンになります（ゼブ
ラの「シャーボ X

エックス

」）。

文
も

字
じ

を専
せん

用
よう

ラバーでこすったと
きに発

はっ

する熱
ねつ

で、インクが透
とう

明
めい

に
変
へん

化
か

するしくみを利
り

用
よう

しました。

アメリカのペン製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

者
しゃ

、ポ ー ル・
フィッシャーが発

はつ

明
めい

しました。

ボールペン
だった

化
か

学
がく

のジェルジは、

することでイン

発
はつ

弟
だい

が発
はつ

明
めい

したボールペン。

理
り

科
か

の実
じっ

験
け ん

で

おなじみ

現
げん

在
ざい

は、緑
みどり

を加
くわ

えた
４色

しょく

ボールペンなど
も発

はつ

売
ばい

されています
（写

しゃ

真
しん

はゼブラの「ク
リップ-オンG

ジー

」）。

ゼブラから1964
年
ねん

に発
はつ

売
ばい

された
３色

しょく

ボールペン。

昭
しょう

和
わ

時
じ

代
だい

平
へい

成
せい

時
じ

代
だい

昭
しょう

和
わ

時
じ

代
だい

温
おん

度
ど

の変
へん

化
か

で色
いろ

が変
か

わる「メタモインキ」

が開
かい

発
はつ

されたのは、1975年
ねん

です。その後
ご

も研
けん

究
きゅう

を進
すす

め、2006年
ねん

、まずはヨーロッ

パで発
はつ

売
ばい

してヒットしました。

★

進化
ひみつ

の

し ん か

専
せん

用
よう

ラバーで
文
も

字
じ

を
こするだけ！

提供：Roberto Fiadone, Daniel Schwen（Wikimedia Commons*）

*https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/
1/13/Bol%C3%ADgrafo_birome_II_edit.jpg 6 7

・このຊ
ほん

の৘
じょう

ใ
ほう

は、特
とく

ݴʹ
げん

ٴ
きゅう

されている৔
ば

߹
あい

をআ
のͧ

いて、2025年
ねん

11݄
がつ

時
じ

఺
てん

のものです。
・�ಓ
どう

۩
͙

の発
はつ

໌
めい

、開
かい

発
はつ

౳
とう

の年
ねん

਺
すう

ʹついては、年
ねん

代
だい

も;くめて、いろいろなઆ
せつ

があります。このຊ
ほん

では、޿
ひろ

く஌
し

られているઆ
せつ

をओ
おも

࠾ʹ
さい

用
よう

して঺
しょう

հ
かい

しています。

くくりかかた
ひとく

ち

01010101010101010101010101010101010101010101010101010101010101

からから໊ 提供：1otterZ Fan（Wikimedia Commons*）提供：1otterZ Fan（Wikimedia Commons*）

*https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ef/Douris_.an_with_waY_tablet.jpg

ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。ペンをプロデュースしました。変化するしくみを利用しました。

7

つくΓ͔ͨつくΓ͔ͨつくΓ͔ͨつくΓ͔ͨ
具
ぐ

をどう
つくっていたの
か」がわかります。

スペースペン
西
せい

暦
れき19196655年

ねん

ながながなが
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紀
き

元
げん

前
ぜん13 世

せい
紀
き

 　　　　紀
き

元
げん

前
ぜん5 世

せい
紀
き

  1 世
せい

紀
き

  � 世
せい

紀
き

  3 世
せい

紀
き

  � 世
せい

紀
き

  17 世
せい

紀
き

  

年
ね ん

号
ご う

西
せ い

暦
れ き

ѵ
͋ し

ペン
水
みͣ

ล
΂

にੜ
は

えるѵ
あし

という২
しょく

෺
Ϳつ

をけͣってつくられま

した。ݹ
こ

୅
だい

エジプトで発
はつ

明
めい

され、パϐルス（18ペー

ジ）という紙
かみ

に文
も

字
じ

を

ॻ
か

くのに使
つか

われました。

紀
き

元
げん

前
ぜん
4 3世

せい

紀
き

࣋
΋

ͪӡ
͸ ͜

ͼし΍͍͢万
ま ん

年
ね ん

筆
ひ つ

ͷൃ
͸ つ

໌
Ί ͍

͕ը
͔ ͬ

ظ
͖

త
ͯ ͖

古
こ

代
だい

から近
きん

代
だい

までは、葦
あし

や羽
はね

の先
さき

に墨
すみ

やインクをつけ
て使

し

用
よう

するつけペンが主
しゅ

流
りゅう

でした。19世
せい

紀
き

には毛
もう

細
さい

管
かん

現
げん

象
しょう

によりペン先
さき

にインクを補
ほ

充
じゅう

できる金
きん

属
ぞく

のつけペ
ンが普

ふ

及
きゅう

。それを発
はっ

展
てん

させた万
まん

年
ねん

筆
ひつ

では、より多
おお

くの

インクを蓄
たくわ

えることができるようになりました。20世
せい

紀
き

になると、手
て

入
い

れが簡
かん

単
たん

でインクがもれにくいボー
ルペンが登

とう

場
じょう

。以
い

降
こう

、水
すい

中
ちゅう

や無
む

重
じゅう

力
りょく

に対
たい

応
おう

できるペン
や、複

ふく

数
すう

の機
き

能
のう

を持
も

ったペンなどが次
つぎ

々
つぎ

と登
とう

場
じょう

しました。

ペ�ン
ペンは字

じ

΍ֆ
え

を書
か

くための代
だい

表
ひょう

త
てき

なಓ
どう

۩
͙

のひとつです。௕
なが

いؒ
あいだ

、先
せん

୺
たん

ʹインクをつけて࢖
つか

う

「つけペン」がओ
しゅ

流
りゅう

でしたが、ສ
まん

年
ねん

ච
ひつ

のొ
とう

৔
じょう

ʹより、インク಺
ない

ଂ
ͧう

ܕ
がた

のペンがී
;

ٴ
きゅう

しはじめました。

01

紀
き

元
げん

前
ぜん14世

せい

紀
き 5世

せい

紀
き

紀
き

元
げん

前
ぜん4  3世

せい

紀
き 18世

せい

紀
き

ઑ
ͤ ん

筆
ͽ つ

ʢスλΠϥスʣ
ݹ
こ

୅
だい

Ϊリシャでは、特
とく

にઑ
せん

筆
ͽつ

が޿
ひろ

く使
つか

われました。ઌ
さき

がと

がっていて、ロウをృ
͵

った൘
いた

（ॻ
しょ

字
じ

൘
ばん

）に文
も

字
じ

をきざめる

ようになっています。

紀
き

元
げん

前
ぜん14世

せい

紀
き

ݹ
こ

代
だい

メιϙタϛア文
Ϳん

໌
めい

は、現
げん

ࡏ
͟い

のイラクप
しゅう

ล
へん

で発
はͬ

ੜ
せい

した文
Ϳん

໌
めい

です。この文
Ϳん

໌
めい

では、ੈ
せ

ք
かい

࠷
さい

ݹ
こ

の文
も

字
じ

のひとつである「くさͼܗ
がた

文
も

字
じ

」が発
はつ

໌
めい

されました。ਓ
ひと

ʑ
ͼと

は、ѵ
あし

などで

つくͬた๮
΅う

ঢ়
じょう

のಓ
どう

۩
͙

でねんど൘
ばん

ʹ文
も

字
じ

を書
か

いて、できごとなどをه
き

࿥
ろく

していました。

この๮
΅う

ঢ়
じょう

のಓ
どう

۩
͙

が、ペンのはじまりといえ

ます。

紀
き

元
げん

前
ぜん3500年ねん頃ごろ

はここから
発

はつめ
い

発発発発発
はつめ

い
はつめ

い

明

ં
お

りたためるॻ
しょ

字
じ

൘
ばん

とઑ
せん

筆
ͽつ

。

メモ
ひとく

ち

まるで

タブレッ
トP

ピー

C
シー

！

� ѵ
͋し

ͷܪ
く͖

Λ໿
΍く

��ʙ
�� くɸΒ͍ʹ੾

͖

Δ

� ย
͔ͨ

ํ
΄͏

ͷઌ
ͤん

୺
ͨん

Λ
͚ͣͬ ͱ͕ͯ ΒͤΔ

� ѵ
͋し

ܪ
く͖

Λ໿
΍く

��ʙ

つくりかた

Ӌ
͸ ね

ペン
紙
かみ

がパϐルスから༽
よう

ൽ
ひ

紙
し

（18ページ）になると、

ݹ
こ

୅
だい

Ϊリシャやローマなどでは、なめらかなද
ひょう

໘
めん

に合
あ

わせて、ペンઌ
さき

のやわらかいӋ
はね

ペンが使
つか

われるようになりました。

5世
せい

紀
き

頃
ごろ

ۚ
͖ ん

ଐ
ͧ く

ͷつ͚ペン
18ੈ

せい

ل
き

になると、Ϥーロッパでペンઌ
さき

をۚ
きん

ଐ
ぞく

でつくったペンがつくられはじめま

す。しかし、ۚ
きん

ଐ
ぞく

はߴ
こう

Ձ
か

だったた

め、޿
ひろ

く使
つか

われるようになる

のは、19ੈ
せい

ل
き

になって

からです。

18世
せい

紀
き

׬
かん

੒
͍ͤ

メモ
ひとく

ち

こんな文
も

字
じ

が

書
か

かれてい
た

ݹ
こ

代
だい

Τδプト

のਆ
しん

׭
かん

が、ه
き

࿥
ろく

用
よう

࢖ʹ
つか

ͬた

文
も

字
じ

。
提供：New 1icture -ibrarZ/アフロ

01

ペ

ン

（18ページ）になると、

୅Ϊリシャやローマなどでは、なめらかなݹ

໘
めん

に合
あ

わせて、ペンઌ
さき

のやわらかいӋ
はね

ペンが使

われるようになりました。

「くさび」とは、໦
き

やۚ
きん

ଐ
ぞく

など
をׂ

わ

るときに使
つか

う、ઌ
せん

୺
たん

が細
ほそ

くなったࡾ
さん

֯
かく

ப
ちゅう

のಓ
どう

具
ぐ

のこ
とです。くさび形

がた

文
も

字
じ

は、こ
のಓ

どう

具
ぐ

に形
かたち

がࣅ
に

ていること
から໊

な

ͮけられました。

ݹ
こ

代
だい

Ϊリγϟのつ΅ʹ

は、;たつં
お

りの書
しょ

字
じ

൘
ばん

ʹ文
も

字
じ

を書
か

くようす

がඳ
か

かれています。

໦
き

の࣠
じく

のઌ
せん

୺
たん

෦
Ϳ

にۚ
きん

ଐ
ぞく

のड
う

けをऔ
と

り
つけ、そこにۚ

きん

ଐ
ぞく

製
せい

のペンઌ
さき

をࠩ
さ

しこ
みます。このようにして、ペンઌ

さき

をऔ
と

りସ
か

えながら使
つか

うことができました。

Ӌ
はね

ペンのઌ
せん

୺
たん

もとがっ
ています。そこにイン
クをつけて使

つか

います。

ペンઌ
さき

に๽
すみ

をつけて使
つか

います。
写
しゃ

真
しん

は̒ʙ̓ੈ
せい

ل
き

のもの（メ
トロポリタンඒ

び

ज़
じゅつ

ؗ
かん

ॴ
しょ

ଂ
ぞう

）。

ѵ
あし

は日
に

本
ほん

の
水
みͣ

ล
΂

にもੜ
は

えています。

います。
のもの（メ

提供：1otterZ Fan（Wikimedia Commons*）

*https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ef/Douris_.an_with_waY_tablet.jpg
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5世
せい

紀
き3世

せい

紀
き 6世

せい

紀
き 7世

せい

紀
き 10世

せい

紀
き 11世

せい

紀
き 12世

せい

紀
き

年
ね ん

号
ご う

西
せ い

暦
れ き

メモ
ひとく

ち

「;のり」でつく

る઀
せͬ

ண
ちゃく

ࡎ
͟い

は、ಸ
な

ྑ
ら

時
じ

代
だい

ʹも࢖
つか

わ

れていたه
き

࿥
ろく

が

あります。

「ふのり」は海
かい

藻
そう

のなかま

� ਬ
ͨ

͍ͨ͝൧
͸ん

Λ Γ͢つͿ͢

� ਫ
Έͣ

ΛՃ
くΘ

͑ͯɺ
͔ͨ Λ͞ௐ

ͪょ͏

੔
ͤ ͍

͢Δ
ねばりけがग़

で

るまで
まͥると、でん΀んの
りができあがります。

つくりかた

׬
かん

੒
͍ͤ

΢ルシ
日
に

本
ほん

では、ೄ
じょう

文
もん

࣌
じ

୅
だい

からウルシՊ
か

の

২
しょく

෺
Ϳつ

のथ
じゅ

ӷ
えき

が઀
せっ

ண
ちゃく

ࡎ
ざい

として使
つか

われて

いたようです。ݹ
こ

෿
ふん

࣌
じ

୅
だい

の４ੈ
せい

ل
き

ࠒ
͝ろ

になると、෢
Ϳ

ث
き

や装
そう

০
しょく

඼
ひん

の෦
Ϳ

඼
ひん

をくっ

つけるのに໾
やく

ཱ
だ

てられました。

4世
せい

紀
き

頃
ごろ

メモ
ひとく

ち

� थ
͡Ύ

ӷ
͖͑

Λ࠾
͍͞

औ
しΎ

͢Δ

� ਫ
Έͣ

Ͱ࿅
ね

ͬͨ
খ
͜

ഴ
Ή͗

ค
͜

ͱまͥΔ

ʹ͔Θ
「にかわ」は、ಈ

どう

෺
Ϳつ

のൽ
かわ

やࠎ
ほね

などをࣽ
に

こんでつ

くったもので、ݹ
ふる

くから

઀
せっ

ண
ちゃく

ࡎ
ざい

として使
つか

われてい

ます。日
に

本
ほん

では、ฏ
へい

҆
あん

࣌
じ

୅
だい

ࠒ
͝ろ

から෢
Ϳ

具
ぐ

をम
しゅう

෮
ふく

した

り、๽
すみ

をかためたりする

ときに使
つか

われていました。

9世
せい

紀
き

頃
ごろ

Ͱん΀んͷΓ
ಸ
な

ྑ
ら

࣌
じ

୅
だい

には、ถ
こめ

やイϞ、トウϞロコシなどのࠄ
こく

෺
もつ

からとれ

る「でん΀んのり」が઀
せっ

ண
ちゃく

ࡎ
ざい

として使
つか

われていた記
き

࿥
ろく

が࢒
のこ

さ

れています。

8世
せい

紀
き

頃
ごろ

ਓ
じん

ྨ
るい

がものを「くͬつける」ಓ
どう

۩
͙

を࢖
つか

いは

じめたݹ
;る

いྫ
れい

ʹは、ݹ
こ

代
だい

メιϙタϛア文
Ϳん

໌
めい

のものがあります。ਓ
ひと

ʑ
ͼと

は、֋
かい

֪
がら

΍ੴ
いし

をは

り߹
あ

わせてน
へき

ը
が

をඳ
か

くためʹ、ఱ
てん

વ
ねん

のアス

フΝϧトを࢖
つか

いました。アスフΝϧトは現
げん

ࡏ
͟い

、ಓ
どう

࿏
ろ

のฮ
ほ

૷
そう

などʹ࢖
つか

われますが、もと

もとは自
し

વ
ͥん

ք
かい

ʹଘ
そん

ࡏ
͟い

するもの。ੴ
せき

༉
Ώ

が化
か

ֶ
がく

変
へん

化
か

をى
お

こしてできた、ఱ
てん

વ
ねん

の઀
せͬ

ண
ちゃく

ࡎ
͟い

なの

です。

ఱ
てん

વ
ねん

アスフΝルトは、஍
ち

ද
ひょう

に༙
わ

きग़
だ

したݪ
げん

༉
Ώ

の੒
せい

෼
Ϳん

が、ৠ
じょう

発
はつ

して࢒
のこ

ったも
のです。 थ

じゅ

ӷ
えき

を࠾
さい

औ
しゅ

しているところ。

紀
き

元
げん

前
ぜん3800年ねん頃ごろ

ʹかわはχϕなどのڕ
さかな

の಺
ない

ଁ
ͧう

ʢු
うき

ା
Ϳくろ

ʣをݪ
げん

ྉ
りょう

ʹしていたことも

あります。

ニベは

スズキ
の

なかま

はここから
発

はつめ
い

発発発発発
はつめ

い
はつめ

い

明

つくりかた

ウルシՊ
か

のψルσの༿
は

。

「にかわ」は現
げん

在
ざい

でも、ඒ
び

ज़
じゅつ

඼
ひん

やָ
がっ

ث
き

のम
しゅう

෮
ふく

などで、઀
せっ

ண
ちゃく

ࡎ
ざい

と
して利

り

用
よう

されています。

日
に

本
ほん

では、ো
しょう

ࢠ
じ

紙
がみ

を
ష
は

るときにも使
つか

われ
ます。

઀
ͤͬ

ண
ͪΌく

ࡎ
͍͟

04 04

接せ
っ

着ち
ゃ
く

剤ざ
い剤

׬
かん

੒
͍ͤ

ݹ
こ

෿
;ん

時
じ

代
だい

ඈ
あ す か

ௗ 時
じ

代
だい

平
へい

҆
あん

時
じ

代
だい

ಸ
な

ྑ
ら

時
じ

代
だい

ʮʹ͔ΘʯͳͲͷఱ
ͯ ん

વ
ね ん

ͷ઀
ͤ ͬ

ண
ͪΌく

ࡎ
͟ ͍

͸ɺࠓ
͍ ま

΋׆
͔ つ

༂
΍ く

த
ͪΎ͏

昔
むかし

は、植
しょく

物
ぶつ

からとれる天
てん

然
ねん

の接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

として、穀
こく

物
もつ

など
からとれる「でんぷん」や海

かい

藻
そう

、ウルシの葉
は

などが使
つか

われていました。また、動
どう

物
ぶつ

の皮
かわ

や骨
ほね

からは「にかわ」
がとれ、今

いま

でも美
び

術
じゅつ

品
ひん

の修
しゅう

復
ふく

などに使
つか

われることがあ

ります。でんぷんは、「でんぷんのり」の材
ざい

料
りょう

として長
なが

い間
あいだ

使
つか

われていましたが、現
げん

在
ざい

は人
じん

工
こう

的
てき

な材
ざい

料
りょう

を使
つか

っ
たのりや接

せっ

着
ちゃく

剤
ざい

が主
しゅ

流
りゅう

になっています。「くっつきやす
さ」を追

つい

求
きゅう

した高
こう

性
せい

能
のう

の接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

にも注
ちゅう

目
もく

です。

઀
せͬ

ண
ちゃく

ࡎ
͟い

は、ものとものをはり߹
あ

わせるಓ
どう

۩
͙

です。ֶ
がͬ

ߍ
こう

で࢖
つか

う「のり」も、઀
せͬ

ண
ちゃく

ࡎ
͟い

ʹ;くまれます。

঎
しょう

඼
ひん

としての઀
せͬ

ண
ちゃく

ࡎ
͟い

が発
はつ

໌
めい

されるまでは、২
しょく

෺
Ϳつ

などをݪ
げん

ྉ
りょう

としたものが࢖
つか

われていました。

4世
せい

紀
き 8 世

せい

紀
き 9世

せい

紀
き
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